
・単身赴任届【記入例】
※60km未満の場合

（教育委員会用）

第1号様式

１　異動直前の居住状況等

２　現在の居住状況等

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 5 7 0 0 5 7 4 ○ ○ 0 4 4

（

例月入力）

◎
太
枠
の
各
欄
は
届
出
者
が
記
入
す
る
こ
と
。
（

裏
面
も
記
入
す
る
こ
と
）

所在地

職 名

本人の住居に
おける同居者

所 属 コ ー ド

本 人 の 住 居 ○○町○○丁目○○○－○○

職 員 番 号

配偶者と別居した年月日

中学校及び小学校に在学している子を妻が養育する必要があるため

月

福島県教育委員会　様

同 居 者

異動の発令年月日

○○　○○

○○市○○町○○○－○○

平 成 ○ ○ 年 ４ 月 １ 日

（単身赴任手当決定台帳）

異動直前の住居から勤務公署までの通勤距離

配偶者の住居から勤務公署までの通勤距離

届 出 受 理
年 月 日

届出年月日

決
裁
欄

円

決 定 権 者

○ ○ ・ ４ ・ ６起案 決裁 ○ ○ ・ ４ ・ ６

0

・　　・

単身赴任手当支給終了

勤 務 公 署 名

単 身 赴 任 手 当 て の 月 額
（ う ち 加 算 額 ）

30,000
円） ２００㎞未満

１５０㎞未満

57.1 ㎞

57.1 ㎞

57.9 ㎞

１００㎞以上

○○○立○○○学校

配偶者の住居から本人の住居までの
通 勤 経 路 及 び 方 法

○○･4･6

付 表 の ２ に 記 入

配偶者の住居から本人の住居までの交通距離

配偶者の住居

付 表 の １ に 記 入

配偶者の住居から勤務公署までの
通 勤 経 路 及 び 方 法

異動直前の住居から勤務公署までの
通 勤 経 路 及 び 方 法

年
号

１００㎞未満

○○○○○○○○○○○○○

本 人 の 住 居

支　　給
開始

年
号

１５０㎞以上

収　受　印

平 成 ○ ○ 年 ４ 月 ６ 日 提 出

単 身 赴 任 届

○○

○○･４.１

平 成 ○ ○ 年 ４ 月 １ 日

平成○○年 ４月 １日

※ 決 定 事 項 （ 電 算 入 力 事 項 ）

入居年月日

勤 務
公署名

　職員の給与の支給に関する規則代27条の7の規定に基づき、次のとおり
配偶者等との別居の状況等を届け出ます。

氏 名

任 命 権 者

配 偶 者 と
別居した事情

届 出 事 実
発生年月日

○○○学校

２００㎞以上

(５００㎞以上略)

年

○○･４.１
改訂

付 表 の ３ に 記 入

２５０㎞未満

「自」年月

月

年月日

交 通 距 離

コード区 分

職員の給与に関する条例第10条の２第２項の規定による交通距離

年

○○･4･6

通 勤 距 離
「至」年月

５００㎞未満

起 案 者

３００㎞以上

・　　・

２５０㎞以上 ３００㎞未満

・　　・・　　・

○ ○ 年 ５ 月

異 動 年 月 日 ○○･４･１
※「給与マスター基本(修正）通知書６－２」により電算入力(平成

勤 務 公 署 の
移 動 状 況

課員

上記の通り決定してよろしいか伺います。 給与改定等による手当額改定

改訂年月日

・　　・

・　　・

円

円

単身赴任手当の月額 決定権者確認印

職 員 の 住 民 票

謄 本 に よ り 確 認

○○.４.６

主な届出の理由 [終了の場合]
新 規

異 動
転 居

その他
（ ）本 人 配偶者

上記事実の発生年月日
平成 ○○ 年 ４ 月 １ 日

転 居
配偶者と同居

距離制限非該当

権衡職員非該当
( )
その他( )( )

配偶者 子 (昭 ･ 平 ○ ･ ７･ ７

子 (昭 ･ 平 ･ ･

子 (昭 ･ 平 ○ ･ ３･ ３

子 (昭 ･ 平 ･ ･

子 (昭 ･ 平 ･ ･ 生) 子 (昭 ･ 平 ･ ･ 生) 子 (昭 ･ 平 ･ ･ 生)

その他 (続柄 )

異動直前の本人の住居と

同じ 異なる (所在地 入居年月 平成 年 月 日）

その他 (続柄 ) その他 (続柄 ) その他 (続柄 )

０１

１０

１５

２０

２５

３０

００

添付書類

○職員の住民票謄本の写し

○配偶者（又は１８歳年度末までの子）の住民上等本の写し

○別居の事情を証明する書類

（医師の診断書、在学証明書、就業証明書、登記事項証明書）



・単身赴任届裏面【記入例】

記入上の注意

１  「届出の理由」欄には、該当する理由の□にν印を付する。

２  「届出の理由」欄中「異動」とは、既に単身赴任手当の支給を受けている者が、更に公署を異にする異動をした場合の当該異動をいい、

「転居」とは、既に単身赴任手当の支給を受けている者が、更に住居を移転した場合又は配偶者が転居した場合の当該住居の移転をいう。

３　配偶者のない者にあっては、「配偶者｣とあるのを「異動直前に同居していた１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子」

10  在勤する公署が移転した者にあっては、「異動」とあるのを「移転」と読み替えて記入する。

11  国又は他の地方公共団体の職員から人事交流等により引き続いて新たに職員となった者にあっては、「異動」とあるのを「採用」と読み替え

て記入する。

付表１  異動直前の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法

1 から まで から まで ㎞

2 から まで から まで ㎞

3 から まで から まで ㎞

4 から まで から まで ㎞

㎞

付表２  配偶者の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法

1 から まで から まで ㎞

2 から まで から まで ㎞

3 から まで から まで ㎞

4 から まで ㎞

付表３  配偶者の住居から本人の住居までの交通経路及び方法

1 から まで から まで ㎞

2 から まで から まで ㎞

3 から まで から まで ㎞

4 から まで から まで ㎞

㎞

区 間
順
路

通 勤 方 法
の 別

通 勤 方 法
の 別

10.0
○ ○
営 業 所

距 離

( 経由 )

0.1( 経由 )

距 離区 間

○ ○ バ ス

JR ○ ○ 線

○ ○
学 校 前

○ ○
営 業 所

○ ○ 駅

3.7住 居 ( 経由 ) ○ ○ 駅

( 経由 ) 43.3○ ○ 駅

住 居 ( 経由 )

○ ○
学 校 前

学 校

住 居

決
定
権
者
記
入
欄

通 勤 方 法
の 別

徒 歩

経路略図（経路朱線）

･

区 間
順
路

( 経由 )

( 経由 )

○ ○ 駅

通 勤 方 法
の 別

計（職員の給与の支給に関する規則第２７条の３の規定による通勤距離） 57.1

( 経由 )

( 経由 ) 徒 歩

( 経由 )

× × 駅

学 校

○ ○ バ ス

○ ○
学 校 前

徒 歩

JR ○ ○ 線

徒 歩

× × 駅

○ ○
学 校 前

住 居

区 間決
定
権
者
記
入
欄

( 経由 )

( 経由 )

( 経由 )

計（職員の給与の支給に関する規則第２７条の３の規定による通勤距離）

( 経由 )

( 経由 )

住 居 3.7

通 勤 方 法
の 別

○ ○ 駅

区 間

経路略図（経路朱線）

順
路

･

･

･

× × 駅

○ ○ バ ス ( 経由 )
○ ○
学 校 前

○ ○ 駅JR ○ ○ 線 ○ ○ 駅

通 勤 方 法
の 別

区 間

決
定
権
者
記
入
欄徒 歩

( 経由 ) ○ ○ 駅 43.3

( 経由 )

距 離

徒 歩 住 居 ( 経由 ) × × 駅 徒 歩

経路略図（経路朱線）

0.9

計（職員の給与に関する条例第１０条の２第２項の規定による交通距離）

( 経由 )

○ ○
営 業 所

○ ○
営 業 所

○ ○ バ ス ( 経由 )

57.9

徒 歩
○ ○
学 校 前

( 経由 ) 住 居
○ ○
学 校 前

( 経由 ) 住 居

10.0
○ ○
学 校 前

JR ○ ○ 線

学校

××駅
異動前の住居

国道○号線

○○

配偶者の住所が異動直前の本人の

住所と同じ場合は付表２は記入不要

学校

××駅
配偶者の住居

国道○号線

○○

本人の住居

省 略



・通勤困難要件の確認調書【記入例】
※60km未満の場合

自動車運転免許の有無

　下記のとおり確認しました。

通 勤 経 路 の 略 図
（ 経 路 朱 線 ）

（教育庁教育総務領域人事管理グループ参事に事前に連絡願います。）

自 動 車 で 配 偶 者 等 の

住 居 に 帰 宅 す る 際 の

通 勤 距 離

通 勤 困 難 要 件 の

確 認 結 果

事務職員
の確認印

決定権者
の確認印

確 認 内 容

第１号様式の２

通勤困難要件の確認調書

○○○立○○○学校勤 務 公 署 名

職 名 ○　○ 氏 名 ○○　○○

下記のとおり配偶者の住宅に帰宅する際の実情等を届け出ます。

具 体 的 な 内 容

免許を所有している。

免許を所有していない。

３７ｋｍ超

３７ｋｍ以下

国道○号線

○○駅

学校

本人宅
××駅

配偶者宅

国道○号線

※ 一般に利用しうる最短経路を記入すること。

要件を具備している。

要件を具備していない。



・単身赴任手当の「通勤困難」に関する申立書【記入例】
※60km未満の場合

第１号様式の３

１　該当事由

）

２　通勤困難の実態
(1)　異動直前の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法

駅・ ]
時 時

・ [ 駅・ ] → [ 駅・ ]
[ 時 時

・ [ 駅・ ] → [ 駅・ ]
[ 時 時

・ [ 駅・ ] → [ 駅・ ]
[ 時 時

[ 駅・ ] →
時 時

(2)　配偶者の住居から勤務公署までの通勤経路及び方法（(1)と同じ場合は記入不要）

駅・ ]
時 時

・ [ 駅・ ] → [ 駅・ ]
[ 時 時

・ [ 駅・ ] → [ 駅・ ]
[ 時 時

・ [ 駅・ ] → [ 駅・ ]
[ 時 時

[ 駅・ ] →
時 時

単身赴任手当の「通勤困難」に関する申立書

決 定 権 者 様

氏名職 ○○ ○○　○○

電車 バス

通 勤 方 法 の 別

単 身 赴 任 手 当 に 係 る こ の こ と に つ い て 、 通 勤 距 離 が ６ ０ ㎞ 未 満 で 下 記 の 事 由 に 該 当

記

　勤務開始時刻２時間前までに住居をでなければならないこと。

順路 距 離

　その他通勤が不可能なこと。

㎞3.7
住 居 →[ 停留所JR○○

10 分着

す る こ と を 時 刻 表 を 添 付 し て 申 し 立 て ま す 。 （ 運 用 基 準 第 １ の ２ の (4) の イ の ( ｲ ) ）

分発 7
○○○ 停留所 ○○学校前

（理由：

区 間 及 び 時 間

電車 バス
○○○ 7 10

㎞
6

65
徒 歩

分発26

2
線]○○

1

JR○○
10 分発

停留所バス電車

㎞
分着

停留所

43.3
停留所

7 1 分着
JR××

線]

分発
4

線]

順路

1

㎞
35
停留所

分着
10.0

停留所
3

通 勤 方 法 の 別 区 間 及 び 時 間

㎞

停留所

㎞57.1

㎞

徒 歩

分発

7 35 分発 7

○○学校前

36

勤 務 開 始 時 刻

5 0.1
停留所 勤 務 公 署

8 時 00 分

分着

2

分着
停留所

停留所
分発

分発

3
電車 バス

線]

徒 歩

分着
停留所

㎞

距 離

計

電車 バス
線]

住 居 →[

停留所

㎞
分着

（事務担当○○○○電話○○○○ー○○ー○○○○）

分 計 ㎞

㎞
勤 務 公 署

分着
㎞

停留所

停留所

分着
5 徒 歩

勤 務 開 始 時 刻 時

4
電車 バス

線] 分発
停留所

分発

徒歩は１㎞あたり

１２分で換算

※時刻表の写しを添付する



・給与マスター基本（修正）通知書６－２【記入例】

※５月例月入力の場合

給与マスター基本（修正）通知書６－２ 係給与マスター基本（修正）通知書６－２ 決裁権者 記入者

年
号

年
号

年
号

年
号

9 10 11 12 13 14 15 16 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 44 45 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92

○ ○ ○ ○ ○ ○

居住方法コード（職員） 居住方法コード（留守家族）  枚中  枚目

○「家賃等の額」欄の記入について 201004版
   （職員、留守家族共通）

　　　「光熱費込みの下宿」及び「まかない付き下宿」についても、

　　支払家賃額の満額を記入すること。（支払額×90/100(40/100）の

　　計算処理は、居住方法コードにより電算で自動的に行う。）

日5

月年

年

単　　身　　赴　　任　　手　　当

○

年
「至」年月

月
家賃等の額

「自」年月

年

平成通知年月日 月

「至」年月

住　　　　　　　　　　居　　　　　　　　　　手　　　　　　　　　　当

1

年
 

号
月

年
 

号

交通距離

「自」年月

○ ○7 ○ ○

年

通勤距離「自」年月
職  員  番  号

○　○　○

居住
方法

月

カード№
（住居手当・単身赴任手当関係）

1 2 3

家賃等の額

職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員 留　　　　　　守　　　　　　家　　　　　　族

年 月

0 6 4

所　　属　　名 氏　　　　　　名

所 属 コ ー ド

5 74 86

「至」年月

○○　○○

居住
方法

年 月

1
○○

3

2

4

5

6

10

11

12

（
マ
ス
タ
ー

通
知
書
６
│

２

）

13

14

15

1 1

区     　　　　　　　　　　 分 コード 区     　　　　　　　　　　 分 コード

借家等

光 熱 費 込 み の 下 宿 01

借家等

そ の 他 03

ま か な い 付 き 下 宿 02

13

光 熱 費 込 み の 下 宿 11

ま か な い 付 き 下 宿 12

そ の 他

決定台帳「通勤距離」を右詰で記入

（１㎞未満切り捨て）

決定台帳の「交通距離」を右詰で記入

（１㎞未満切り捨て）

通常は、「自」年月と入力月が同じ場合は

「自」年月を省略できる


